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何をしてくれる技術なの？

⽔稲栽培での化学農薬の散布回数や散布時期を最適化する技術です

総合防除実践マニュアル（農林⽔産省）より抜粋して引⽤

総合防除実践マニュアルで紹介されているイネの総合防除体系

・発⽣する病害⾍の種類が多い
・「発⽣に合わせ薬剤散布」が必要なものが
多い

・化学的防除以外の有効な防除⼿段がない
（少ない）ものも多い

⽔稲における総合防除のポイントは
適時適切な化学農薬の使⽤！
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何を開発しているの？

⽔稲病害⾍発⽣予測システムを開発しています

⽔⽥１筆ごとに
・化学農薬の散布が必要な病害⾍
・化学農薬を散布すべき⽇（期間）
を予測してメールでお知らせ

予測したい⽔⽥の
・位置情報
・栽培品種、移植⽇
・予測したい病害⾍
・散布予定の農薬情報

⽔稲病害⾍
発⽣予測システム
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1. イネいもち病 3.  イネ紋枯病2. イネ稲こうじ病 4. イネもみ枯細菌病 5. イネごま葉枯病

6. イネ⽩葉枯病 9. ヒメトビウンカ 10. コブノメイガ

11. フタオビコヤガ 12. イネミズゾウムシ

17. ツマグロヨコバイ

14. アカスジカスミカメ

18. スクミリンゴガイ

7. トビイロウンカ 8. セジロウンカ

13. イネドロオイムシ

16. クモヘリカメムシ

15. アカヒゲホソミド
リカスミカメ

このシステムで予測できる病害虫

国内で発⽣が多い病害⾍１８種に対応！

主要な病害⾍の発⽣をまとめて予測することで、
化学農薬の使⽤を効率的に判断します
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どうやって予測しているの？

・病害⾍の種類ごとに、その⽣態的特性や被害の発⽣に関する特徴を解明する
・各病害⾍の発⽣を気象データから予測するモデルを開発して、農薬の散布適期を予測する
・被害の発⽣が予測できる病害⾍については、気象データや地域ごとの発⽣リスクなどから
防除の要否も予測する

散布適期の予測 防除要否の判断

１ｋｍ２ごとの気象データ
（予測値・平年値も含む）
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システムの紹介：ほ場情報の登録

①予測したい⽔⽥の位置を
地図から選ぶ

②移植⽇と植付品種を選択

③移植時の苗姿を選択

④登録ボタンを押す
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予測の例①：イネいもち病の発生リスク・散布適期

気象条件をもとに
発病リスクを⽇々累積していく

注意情報を発信するリスク値

警戒情報を発信するリスク値

注意情報・警戒情報がメールで届いたときのみ化学農薬を散布

リスク値に達した⽇に
注意情報をメールで発信



8対象とする水田の状況に応じて最適な時期に化学農薬を散布

化学農薬の散布適期を予測
して表⽰（メールでも配信）

出穂前の草刈り推奨時期を予測

予測の例②：斑点米カメムシ類の散布適期



9化学農薬が必要な場合のみ、適期に散布

要防除⽔準（化学農薬の要否）を表⽰

化学農薬の散布が必要な場合に
散布適期を表⽰

予測の例③：スクミリンゴガイの発生量と散布適期
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どのくらいあたるの？ 2022～2024年の実証結果

イネいもち病
散布適期：71.4%
発⽣量 ：61.8%

イネ縞葉枯病
散布適期：70.2%

トビイロウンカ
散布適期：66.7%

斑点⽶カメムシ類
散布適期：92.6%

スクミリンゴガイ
散布適期：75.0%
発⽣量 ：69.0%

コブノメイガ
散布適期：100%
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どうしたら利用できるの？ 社会実装のプラン

⽔稲病害⾍
発⽣予測システム

技術の移転
利⽤許諾

⺠間のITベンダーさん

⺠間の農業⽀援サービス等の機能としてご利⽤いただける予定です

各社が展開する
農業⽀援サービス

農家さん
⽣産法⼈
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プロジェクトの概要

農林⽔産省HPより引⽤
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プロジェクトのメンバー

担当する業務・病害⾍参画機関
イネミズ・ドロオイ・アカスジ・アカヒゲ岩⼿県農業研究センター
アカスジ宮城県古川農業試験場
ヒメトビ・クモヘリ茨城県農業総合センター
いもち病・紋枯病新潟県農業総合研究所作物研究センター
いもち病・紋枯病・もみ枯細菌病・ヒメトビ・アカスジ・アカヒゲ⻑野県農業試験場
クモヘリ・スクミ三重県農業研究所
いもち病・紋枯病・ヒメトビ・アカスジ滋賀県農業技術振興センター
いもち病・もみ枯細菌病・ヒメトビ・アカスジ・ツマグロ・スクミ兵庫県農林⽔産技術総合センター
トビイロ・セジロ・コブ・アカスジ・クモヘリ⼭⼝県農林総合技術センター
トビイロ・セジロ・ヒメトビ・ツマグロ佐賀県農業試験研究センター
スクミ奈良⼥⼦⼤学
防除⽀援システムの作成(株)ビジョンテック
事業の総括、予測アルゴリズムの作成農研機構


